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1. はじめにーーなぜu 意味論"か

レクリエ -i/ョシの意味は何か。 νクリエー

ジョンを研究しようとするものにとって、最も

基本的なものであるこの間いに、説得的なこた

えを得ょうというのが、この小論の目的である。

レクりエージョンという語は、いうまでもな

く外来語である。英語からの借用語だが、さら

κ源流をたどれば、フランス語を介してラテン

語にまでさかのぼることができる。その語源は

re-creare (再び創る)であることも説明を

要しない。

そのレクリエージョンが日本語の中に定着し

た。定着した、と断定する根拠としては、すで

にごく普通の国語辞典にも登録され、新聞や書

籍にも日常的に用いられるとと、また、法律用

語としても採用され、政府や自治体がレクリエ

-i/ョンの名を冠した施策や施設の建設を行なってい

-i/ョンという語は、休養や楽しみのための具

体的な活動一一たとえば、散歩をするとか、つ

Pにでかけるとか、キャッチボールを楽しむと

かーーを指示し、その活動を発言者にとっての

「レクりエージョンJとして認定するため K舟

いられる。

「私の νクリエージョンは散歩をすることで

す。」という文章では、 V クりエ -i/ョシとい

う語の指示する具体物は散歩であ P、同時κ発

言者にとってそれが楽しみであることが宣言さ

れている。言いかえれば「散歩は私にとって ν

クリエ -i/ョンとしての価値をもっています」

ということでもある。

人聞にとって何が ν クりエ -i/ ョ:/~な P う

るか、ということを考えてみると、実にさまざ

まの活動がレクりエ -i/ョンた P得るだろう。

歌、おど P、旅行、スポーツ等のように、明瞭

ることをあげれば十分であろう。また、 「レク・ な活動をともなうものばかタでなく、空想や追

りーダー」ゃ「レク施設jのような「νク」と 憶のような心理的な行為、また奉仕や宗教活動

いう省略形が用いられはじめたことも、定着の

証左としてよいて帆あろう。

日常語としてのレクリエ -i/ョンの意味はと

くに難解なものとはいえない。人々は毎日の生

活の中で、ごくあたPまえの行為としてレクり

エーνョンを行なっているし、それをレクリエ

ーレョシ・と意識してもいる。辞書にもレクりエ

ージョンは、 「仕事・勉強の疲れを休養や楽し

みで回復することJ(1)のように登録されていて、

日常的文脈の中では、それで十分明解に意味を

くみとることができる。日常的には、レクリエ

や芸術創造までが、休養や楽しみのためK、行

なわれることができる。仕事や勉強のように、

本来、そこからくる疲れをいやすため Kν クリ

エージョシが存在するならば、もっとも非レク

リエージョンであるはずのものまで、ある種の

人々ゃある種の状況のもとでは、 νクりエ -i/

ョンとしての価値を獲得することがあ Pうる。

何がレクリエ -i/ョシにな Pうるか、という聞

いには、全ての行為がレクりエ -i/ョンたりう

ると答えざるを得ない。

レクりエージョ γという語が具体物を指示す
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のは何か、という聞い K答えることである。な

ぜわれわれは、レクリエー νョシという名義を

必要とするのか。このことをわれわれの生きて

いる社会のただ中で考察することである。命名

行為は、一つの言語社会の中でのみ意味があ D、

名づけられたものは、その社会の成員の承認κ

よって、はじめてその意味作用を実現すること

ができるのだから。レクリエ-i/ョンの意味論

の課題はその意味作用の構造に迫ることである。

2. レクリエーションの「意味場」

名義としてのレク Pエーレョンを支えるのは、

レクりエーνョンをと Pまく、類似の他の名義

である。大野普は、語の意味のあタょうを女性

が頭にかぶる網の目(ネット)を例にとって説

明している。網の結び目は自分一つで存在して

いるのではなく、自分の周囲 Kある網の結び目

と相互 KひっぱPあいながら存在し、結び目同

士がたがいに支えあっている。同様に「語の意

味は、自分独Pで存在しているものではない。

自分κ似た意味を持つ語を自分の周囲に置いて、

相互に対立と緊張の関係を保ちながら、各自の

意味の独自性を主張しているものである。 J(5) 

したがって、レクりエ-i/ョンの意味の独自性

も、これをと Dまくさまざまな語群の中で、他

の語との緊張と対すの関係を通して考察される

ものでなければならない。

現代日本語の体系の中で意味論的にレクリエ

-i/ョンの周辺κ位置し、これと緊密にむすび

あっている語は何か。それを調べ為ために、次

のような質問 K よって、日本語の体系の中での

レクリエーνョンの周辺κ光をあて、語集のひ

ろいだしを行なってみた。

るとはいっても、それは発言者の恋意的な認識

における指示であって、一般的κ固定した指示

物をもツことはない。 νクリエーνョンはさま

ざまの"楽しみ行為"の類概念とはいえないの

である。したがってレクリエーレョンの内容を

具体的な個々の‘種目 "κ分類することは原理

的には不可能である。とれと対照的に「スポー

ッ」という語は、かなタ明瞭な下位概念の集合

である。辞書でも、スポーツは「諸種の運動競

技や登山などの総称J(2)として登録されている。

野球、テニス、水泳……など競技として明瞭な

形体をもっているもの、登山のよう K、必ずし

も競技ではないが、運動種目として明瞭な形を

そなえたものを「総称」するのがスポーツとい

う語である。

レクリエーνョンという語は、これに対して

命名行為が本質的である。アンリオが「遊び」

について、遊びとは遊びと名づけられたものだ、

といっているのと相応する。 (3)レクりエ-i/ョ

ンは、話し手がレクリエーレョンと認定し、名

づけたもののことである。そして何をレク Pエ

ーνョンと名づけるかは、全く話し手の自由で

ある。ある人は散歩を、ある人はテニスを、あ

る人は仕事そのものをさえ、レクりエ-i/ョン

と認定するであろう。

レクリエーレョンの論議は唯名論へ近づく。

レクリエー νョンは、単なる名義にすぎない。

それが固定した指示物をもつかのように、言わ

ば「実在論」的に考えると、多くの混乱を生ず

る。 (4)事実、レタリエ-i/ョンとは何であるか、

という多くの議論は、決して結着のつかない論

争をく bかえしているにすぎない。

そう名つけたものがレクリエーνョンである以

上は論者の数だけレクリエーションの定義も (1) Iレクリエ-i/ョンjということばからど

存在するでさうろう。真の問題は、レクロェーレ んなことばを思いうかべますか。

ョンとは何であるか、ということではなく、レ (2) IレクりエーレョンJと同じ意味、または、

クリエーνョンという命名行為をなさしむるも 似たような意味だと思われることばをあげて
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ください。

(3) rレクロエ -i/ョンJと全く反対の意味の

ことばと思われるものをあげてください。

(1)は連想によって、レクりエ -i/ョンとかか

わPのある語を多方面にわたってひろい出すた

めの質問である。ただし、連想、は、その人の個

人的な文脈の中でしか意味をもちえないものも

多いので、 '/i/ュールのいう「ラングJ(6)の見

地から、一般に妥当するものであるかどうかを

チェックする必要がある。連想法でレクリエ-

V ョン、およびゲームのイメージを分析したも

のとしては、高橋和敏の研究があ.!'J(7)、後述す

るように、レクリエ -i/ョンの意味κついての

重要な示唆が得られる。

(到および(3)の質問は、よ D反省的『亡、レクり

エーレョンの:意味を問うものであ P、νクリエ

-i/ョyをと Pまく概念群の洗い出しを迫るも

のである。ここでは(3)の反対語の収集がとくに

重要である。意味論的な価値とは、何らかの点

において、他の語と異なる意味内容を主張する

ところに求められるのでる D、レクりエーνョ

ンのような外来語が、日本語の体系の中で“市

民権"を獲得しているとするなら、それは!日体

系κはない何らかの意味的要素を新たκつけ加

えていなければならず、そのことは、既存の語

と何らかの対立関係をもっととであるはずだか

らである。また(2)の質問から得られる同義語・

類似語と仙の反対話を対照させること κよって、

νクリエーνョyの意味を支える対立の軸が明

らかになみであろう。

この方法による調査と分析のところみはすで

κ他の場所で発表したので側、ここで低、その

後の調査の結果や、他の研究者の研究結果を援

用して、それぞれの質問から得られた結果の概

要を拾いてみたい。 (9)

(1)の連想調査では、高橋の研究にもあるとお

夕、圧倒的に「種目反応」が多い。すなわち、

レク Pエ一色ノョシとして実際κ行なった(具現

化された)活動種目がるげられるのである。そ

の種目はきわめて多岐にわたるが、比較的多く

あげられるのは次のようなものである。

ダンス(おどP、フォークダンス)、ゲーム.

トランプ、ハイキング、旅行、登山、キャンプ、

キャンプファイヤ一、サイクリング、野外活動、

オリェ y テーリング、つ P、音楽、レコード、

うた、コーラス、ボーロング、パ νーボール、

ソフトボール、スキー、スグート、パーティ一、

交歓会、はなしあい、手芸。

これらを一見して言えることは、①グループ

活動型のものが多いとと、@野外活動と総称し

うる、自然志向の活動が多いこと、③外来語

(カタカナ語)が多いこと、などである。①と

②の点につh ては、レクりエーレョシの意味内

容との関連でのちκふれることにしたい。③は、

「νクリエージョン」がカタカナ語であるため

に、意味作用で言う名前の相似・隣接がおこっ

ていると考えられる。 UOlしかし、このことも、

単に語形の問題だけでなく、日本人の西洋文明

への姿勢がのぞかれる点だと思うが、そのこと

も後でふれたい。

(2)の同義語額の収隼でも、多くの語を得るこ

とができる。それらは必ずしも「情報的な内包ー

を同義とするものばかPでなく「感化的内包」

の共有から類似の語とされているものもある。

仙つま P、νクリエ -i/ョシと感情や気分にお

いて似かよっている語である。反対語において

もこのことは同じだといえる。とこでは、両者

の区別に必ずしもこだわらず、それぞれレクり

エ-i/ョyの情報的意味と感情的意味として総

合的に把握してみたい。

同義語としてあげられるものは多いが、それ

らはおおむね次の 4つの類κ分けるととができ

ると思う。
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第 I類

あそび、遊戯、たのしい(み)、娯楽、

ゲーム、趣味、余技

第 E類

休養、保養、ひま、ひまつぶし、余暇、レ

ジャー、自由時間、いとい、ゆと P、余裕、

うるおい.自由

第E類

息ぬき、気ばらし、気分転換、人間回復.

余暇善用、福利厚生、健康

第W類

つどい、パーティー、仲間、グループ、

グループワー夕、連帯

第 V類

グーム、フォークダンス、スポーツ、野外

活動、(以下、具体的な活動種目は略)

第 V類は前述の種目反応であ夕、質問(1)の連

想と重なりあうものである。この論文ではレク

りエージョンを具体的な指示物の中に見ょうと

いうのではなく、レクりェ-vョンとして具体

物を指示させる、その背後にある意味をみよう

とするのであるから、第 1-第W類が重要であ

る。

第 I類位、あそびとたのしさ(快楽)を内容

とするもので、レクりエーレョンの核心をなす

ものといえる。高橋のイメージ調査でも「あそ

び」と反応したものは男女を通じてもっとも多

い。 tl2)

第 E類は、ひま、余暇、レジャーなど、時間

的な空隙や、いこい、余裕などの心理的な解放

感を表現したものであ D、全体としては「自由J

につらなる語群である。

第E類は、気ばらしから人間回復にいたる、

余暇を活用して人間らしさをと Dもどすという

健康への目的意識の強く感じられる語群である。

第W類はグループや仲間とかかわ夕、人閣の

連帯へつらなる語群であ P、質問(1)の種目反応

のうちグループ活動的なものと関連するもので

るる。高橋の研究でも指摘されているように、

日本語のレク担エ-vョンのイメージは圧倒的

κグループνクリエーνョyを指向している。

日本レクりエ-vョン協会が、各地の νクリエ

-vョシ講習会で行なったアングートの結果を

みても、 υ クりエ-vョンのイメージとして

「心のふれあい」をあげたものが 26.8%と最

も高く、友達・仲間の 19.8%がとれκつづい

ている。レク Pエ-vョンの意味を問う上で、

みおとすことのできない点だといえる。 tl3)

次に反対語群を同様の手つづきで整理してみ

よう。

第 I類

仕事、労働、勤労、重労働、はたらく、

作業

第 E類

義務、強制、拘束、束縛、勉強、学校、

不自由、多忙

第董類

かたくるしさ、疎外、不満、内わもめ、

病気、不健全、暗黒生活

第l'ー2類

レジャー、消費的、金銭消費

第IV'類

孤独、沈黙、閉鎖

反対語をあきらかにすることによって、その

語の独自の意味内容がきわだってくることは見

やすい道理である。反対語の中κは、情緒的な

もの(必ずしも論理的κ発想されたものではな

く、イメージの上での反対語)で、個人的な体

験κもとづくものも多いので、それらのうち一

般的κ見ても説得力があると筆者が考えるもの

をとタあげた。

第 I'類は、仕事ないし労働K属するものであ

る。レクりエ-vョγは仕事や労働から解放さ
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れたあとの自由な楽しみである、という認識で

ある。 E類は、義務と拘束κ関する語群で、レ

クリエーνョンは、これらのものからの「自由」

として把握されているというととになろう。 ES

類は主として心理的な抑圧感、不健康につらな

る語群であ夕、レクリエ-i/ョンが、心身の活

力回復としてとらえられていることを示してい

る。 1-2類は、特殊なケースとして、レジャ

ーとレクリエ-i/ョンを対立的にとらえるとら

え方があることを示している。この場合、レジ

ャーを金銭消費的な余暇行動として見、それに

対して V ク Pエージョンを「金のかからないJ

「健康的なJ行動と見ていると思われる。

町類は、連帯のイメージのうらがえしで、孤

独や閉鎖的な態度をレクリエ-i/ョンと対立す

るものとみるのである。

同類語群と反対語群は、それぞれ照応しあっ

ている。同類語群 1類と反対語群 1;類とは対を

なしておD、そこからレクリエーνョンの一局

面がうかびあがってくる。それはレクリエ-i/

ョンが、仕事や労働に対するあそびや楽しみ

(娯楽)としてうけとられているというとと

である。同様に、 E類-H類の対照から、レク

リエ-i/ョンが義務や拘束に対する自由なひま

とゆと Pとして把握されていることがわかる。

E類-1類からは、レク Pエ-i/ョンが、疎外

感や不満からの気ばらしであ P人間回復である

ことが呑され、さらに付随的氏、金銭消費的な

レジャーに対する健全な楽しみの追及であると

する認識が存在することが示される。さらにH

類-IV類から、 V ク Pエ-i/ョシが孤独や閉鎖

κ対する、つどいと連帯の追求であることが示

されている。

以上の結果をまとめてみると以下の通Pである。

νクリエ-i/ョ yの意味の場

I 仕事・労働に対する遊び・娯楽

E 義務・拘束に対する自由・余裕

E 疎外・不満に対する気ばらし・人間性回

復

IV 孤独・閉鎖κ対するつどい・連帯

νクりエ-i/ョンをと Pまく語の絹の目を織

タなす糸は以上の四種に整理することができる

と思われる。内容的には Iがレク Pエ-i/ョン

の本質をなすものであ!J(14) Hがνクリエ-i/ョ

yが成立するための条件を示し、 Eがレクリエ

-i/ョシの機能を語P、阿は νクりエ-i/ョン

の実践における日本的な特質を示していると見

るととができる。

V クリエージョンという語の情報的内包は

「あそび」である。 V クりエージョンと命名さ

れたものは、あそびと命名されても、伝達され

る具体的な情報はあま PかわPがない。しかし、

レクりエージョンの語が選ばれるときには、そ

の感化的内包が「あそび」と異なる。それはあ

そびを、自由や解放や人間性回復や仲間づく P

の「機能」において、目的意識を強調して理解

したいという話し手の意向をあらわしているば

かPでなく(それだけなら fあそびJという語

が含み得ないわけではない。)あそびという語

のもつ語感(語のもつふんい気やその語への社

会的評価)への抵抗や、その革新の希望がこめ

られていると見なければならない。 νクPエ -

V ョンという語の存在理由は、従来の「あそび」

の意味論的価値を、何ほどか修正ないし変更し

ようとするところにあるのではないだろうか。

以下、明治以来の「レクリエーνョγJという

語の輸入過程について f通時論」的に考察をす

すめたい。

なお、これまでにあげた V クPエーνョyの

同類語群を整理し、意味の隣接するものをむす

びつけて配列すると別図のような語集地図をつ

くるととができる。との図Kよって、現代日本

の「νクりエーνョンJをめぐる網の自の概観
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とすることができるだろう o(15)とれはレクリエ ある。

ージョンの意味論の「共時論J的な見取P図で

レクリエーションの意啄場

3. rレクリエションJの翻訳、移入、定着

日本語の体系の中で「あそび」はどのような

意味をになっていたか。この語は日本語の基礎

語のーっとして長い命脈を保ってきた語である

が、岩波古語辞典κよれば、その本質的意味は

「日常的な生活から別の世界に身心を解放し、

その中で熱中もしくは陶酔すること」とされて

いる。同そしてその用例は宗教的な諸行事(神

遊び、すなわち神楽)、狩猟、酒宴、音楽、舟

遊び、勝負事(囲碁、奴六など)子どもの遊び、

気ばらしの遊山、遊興から仕事をしないでぶら

ぶらしていること K まで及んでいる。非日常性

と熱中を特徴とし、子どもの遊びから神遊びに

まで及ぶ広範な内包をもっている点は、ホイジ

ンガの Ludus を恩わせる語であるといえよう。
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古典語としての「あそび」の多様性はほぼ現代

語にもひきつがれているといってよい。

伝達的内包の多様さとともに、 「あそびj と

いう語は、近世以来、強い感化的内包をおびる

ことになった。あそびを罪悪視する倫理観K よ

る、あそび蔑視の感情が、この語と連合するの

である。もともと「あそびJvcは遊興の意味が

あP、 「あそび」が直接「遊行女婦」を意味し

た例が万葉集にすでκ見られる。間近世には町

人階級の興隆とその経済的実力 κ支えられた現

世享楽主義を背景K、あそびといえば飲む・打

つ・買うの三拍子というイメージが強化される。

とれは「知足安分Jをとき、節倹を重んじた儒

教倫理κよってきびしく指弾されるととになり、

また明治以来の日本資本主義(その原始的蓄績

期)を支えた勤倹力行主義のイデオロギーも、

あそびゃ余暇を金銭の一方的な消費であ夕、危

険なものであるとして攻撃してきた。これらの

道徳的・経済的理由κ加えて、あそびの自由が

思想的自由につながるという見地からの政治的・

思想的な理由も、あそびを抑圧する論理の一つ

をなしていたといえる。 u8)

あそびをめぐるこうした状況の中へ、外来語

としての「レクリエーνョンjがもたらされた

のである。そして、この語は日本的あそび状況

との何らかの相互作用をへて、一世紀足らずの

聞に、日本語の市民権を獲得するに至る。

では、レクリエ-vョンという語は、いかな

る意味あいで、日本語の体系K組みこまれたの

であろうか。一般に外来語が定着するのは、次

のような場合である。

① とPωれる俣IJの言語がもっていない新し

凶概念ないし事物に、その言語の語集や造

語機能がうまく対応、できない場合。

② 類似の概念ないし名義が、と P入れる側

の言語にも存在するが、外来語が、新しい

理念や様式やふんい気をそなえていて旧来
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の語を駆遂してしまう場合。

わが国は明治以来、西欧にならって急速な近

代化をおしすすめてきた。それにともなって、

西欧近代社会の構成原理であるさまざまの概念

や産業社会の生み出した多くの事物をとタ入れ

た。しかしその名称については、原語をそのま

ま受け入れるのではなく、主として漢語の造語

力を駆使して、新しい日本語を作P出した。科

学、哲学、芸術、自由、権利、民主主義等々の

用語はとうして生まれた。これらの語の翻訳の

努力によって、西欧の概念が日本の土壌に定着

するととが容易になったことは事実である。

その後、漢語におきかえた翻訳が定着し、そ

の概念な P事物が日常的なものとなったあとで、

よタ新しい語感が求められ、あらためて外国語

からの借用が行なわれることもある。一例をあ

げれば、 「エシジンの力で自動的に動く車」は

「自動車Jと名づけられて日常化した。その後、

自動車が大衆のものとな P、新奇さを失う Kお

よんで、あらためて「カー」という英語がもち

こまれ、新しいスタイルの自動車のイメージを

表現しつつ定着した。しかし他方では「くるまJ

という本来の日本語(やまとことば)が遷ばれ

て、自動車の意味を担うようになってもいる。

これらの語は並行して用いられ、法律用語のよ

うな公的な用語としては「自動車」が、日常生

活では「くるま」が、また、商業宣伝などにお

いて、自動車の新鮮なイメージを強調する場合

は「カー」が使われている。ここで留意すべき

ことは、自動車が白常化するためには「自動車」

なる翻訳語が大きな役割を果たしたととである。

自動車が定着すること K よって、その日常語と

しての「くるまJや革新語としての「ヵーJが

意味をもってくるので決してその逆ではない。

同様の事情は、他の多くの語Kついても、抽

象語についてもいえる。レク Pエージョンも例

外ではなく、このことばを漢語によって翻訳し



たP、日本語の語集の中から適当なものを選ん

で訳語としようという試みは何度も行なわれて

きた。明治のはじめには「復造力Jという直訳

的な用語が作られているし、 Q9)その後、 「保養」

「休養Jr慰安Jr気晴しJr娯楽Jr趣味」

「厚生活動Jr余暇善用」などの語が訳語とし

てあてられている。これらの訳語のうち、新造

語といえるのは、初期の「復造力」をのぞけば、

「厚生運動J(ただし「厚生」という語自身は中

国の古典からとられた古語である。それに新し

い意味をも Pこんだのである。) r余暇善用」

のみであ夕、あとの語はすでに日本語として一

般化していた語である。レクりエ-iIョンの意

味は日本語の体系にとって全く新しいものでは

なかった。それが指示しようとする具体的な行

為のうち、日本人κとって全く新奇なものもあ

Pはしたが(スポーツ種目のように)多くは類

似の対応物が見い出せるものであったといえる。

休養ゃくつろぎはもちろん、旅行、登山、芸事、

演劇、音楽など、あそびのメニューには、スタ

イルの差こそあれ、彼我の決定的な断絶はなか

ったといってよい。

決定的な差違は、それらの[あそびJをどう

許価し生活の中にどう位置づけるかという認識

の差である。西欧語の「νクリエーνョン」の

背後には、るそびと楽しみの価値についてよ P

合理的、肯定的な認識があった。レクリエ-iI

ヨンという語が紹介された早い例の一つである

明治 17年刊行の「百科全書Jでは、 「保養ト

遊戯ヲ論ズ」の項で、保養に「レクリエ-iIョ

ンJ、遊戯に「エミューズメント」のカナがふ

られて lρ る。解説文には「蓋労苦ア νバ必娯楽

アルベキノ理ニ νテ有モ娯楽ヲ受クルノ果νテ

適当ナル者ナレバ其入ヲ νテ嬢娯快楽ナラ Vメ

ントノ天意ナルコト斯ニ明ナリ Jという、労働

に対する娯楽の価値を強調した一文がみえる。

闘とうした近代的なあそび肯定の感覚は、日本

人になじみのうすいものであった。百科全書的

な知識としてではなく、現実の課題として「娯

楽」の価値が意識されるようになるまでには、

大正期をまたねばならなかった。

大A期には、日本資本主義が一定の安定期vc:

到達したことを背景に、民衆娯楽が発展し、そ

の研究がさかんに行なわれた。その中でも、日

本人の「娯楽Jvc:対する認識を変えさせようと

努力した権回保之助の仕事に注目しなければな

らない。彼は民衆娯楽の問題につωてさまざま

な著作を残しているが、娯楽が「人間生活の根

本義から脱線した退廃的なー産物で、それ無く

しても人生は考うることが出来、否、寧ろそれ

無き方が人生の真が考え得る」という「定説j

k挑戦し、娯楽の価値を説いている。人聞には

「生命維持の欲求Jとならんで「生活美化の欲

求Jがあ P、後者からみちびかれる「享楽生活

的態度」は、人間本然の欲求から生まれ出るも

のとして、他の生活態度と同様κ尊重されなけ

ればならない、と彼はいう。そして、娯楽とは、

他の人間活動が何らかの目的をもち.そこに大

きな価値をおいて、その過程には少い意味しか

おかないのに対して、娯楽は、その活動それ自

身のために意味がある「自目的Jな活動で、結

果ではなくその過程にきわめて多くの意味を認

めているものだと断じている。 (21)

自己目的的な娯楽の価値の承認という点で、

彼は旧来のあそび観κ対して大きな一石を投じ

た。彼は娯楽を機能的にみるとらえ方を排し、

生活そのものを楽しむということを積極的K評

価した。これは大正期の日本社会の一定の「ゆ

と!JJを背景κ、映画や大衆演劇がさかんにな

ったこととむすびついた主張であったといえる。

彼は大衆の享楽志向を共感をもってみつめてい

たのである。

だが、時代は、自己目的的なるそびの拡大を

許す方κはすすまなかった。大正期の民衆娯楽
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論の中にもすでにあった「民衆教化jの要請は、

昭和κはいって、フ 7i/ズムへの傾斜がすすむ

中で、ますます強められることになる。民衆の

あそびのエネルギーを統制・利用して、生産増

強や体力づく.!Jvcむすびつけようとしたナチの

K. d. F.運動にならって、日本にも「厚生運

動Jが誕生する。あそび的なるものの価値は肯

定されたが、それは権回の主張とは逆に、ある

目的のために動員されるものとして存在を許さ

れたのできbる。したがって娯楽がそのままよい、

というのではなく、その中でも健全にして有用

なもののみが「勧奨Jされることになる。

昭和 13年K聞かれた「第一回日本厚生大会」

では、 「我国ニ於ケノレ厚生運動Jの内容を「国

民生活ノ刷新ヲ図り特ニ時間ノ善用ニ意ヲ注ギ

体育運動ヲ奨励ν身心ヲ鍛錬ν不道徳、不経済、

不衛生ナル娯楽ヲ排撃νテ健全ナル慰楽ヲ勧奨

ν教養ヲ昂決情操ヲ陶冶ν明朗潤達ノ気風ヲ養

ヒ以テ真ニ日本国民タルノ活動力ヲ培養強化セ

ムトスルノ運動Jであるとしている。(22)

ことでいう「厚生」は、 νクりエーνョンの

訳語として用いられているのだが、 「保養Jや

「娯楽Jvc比べると、はるかに目的意識を強く

もち「健全」さへの志向が強烈K うたわれてい

る。厚生運動は、太平洋戦争のぼっ発とともに

「国民精神総動員J運動の一翼を Kないつつ発

展し、日本の敗戦とともに終 Pをつげる。

戦後の、アメリカ主導の日本の民主化路線の

中で、 「あそび」は、また別の光のもとで見直

される。人々の心にうるおいを与え「人生を楽

しく豊かに、建設的κ」すごすために「レクり

ェ-i/ョンJの効用が注目されたのである o (23) 

Vク Pエ-i/ョンは、もはや漢語におきかえら

れず、カタカナ語のまま u 日本語として"定着

してゆく。同時『亡、レクリエーνョンという語

の「種目反応、Jとして前述したハイキング、キ

ャンプ、サイクりング、フォークダンスなどの

語も、徒歩旅行、野営、自転車旅行、民踊など

の語を駆遂して定着してゆく。

レク Pエーνョンという語は、民主的社会の市

民生活κ位置づけられたあそびとして、そのフ

νッV ュな語感が愛されたのである。近代化さ

れたあそび=ν クザエ-i/ョンは、もはや f翻

訳不可能Jな語として、そのまま日本語の体系

にくみこまれる。

しかし、他面でレクリエ-i/ョンは、 「厚生j

という語がもっていた余暇善用のイデオロギー

をひきついでもいる。善用の目標が軍国主義か

ら民主主義κかわっただけで、 「余暇善用jと

「健全娯楽」という考え方は、厚生運動を戦後

に継承したνクリエージョン運動の中でもうけ

つがれてお P、レク Pエ-i/ョン運動にかかわ

る人々が提出する νクPエ-i/ョンの定義氏は、

「からだが健康Kなって心が豊かになる活動J

「社会的に承認されるような活動J等の条件が

付されることになる。仰とこではレクリエ-i/

ヨンという語は、実質的な内容としての「あそ

びjと、 「そのあそびは心身の健康κ寄与し、

社会的にも認められるものでなければならない」

という主張とをあわせもったものとなっている。

こうした主張は、日本語の現実の中で使用され

ている νクりエーνョンという語にもたしかに

ある程度の影響を与えてお P、前項の意味場で

見たよう κ、νクりエ-i/ョンを「鍵康」と近

い位置に立たせるに至っている。しかし反面、

V クりエ-i/ョンという語によるあそびの健全

化の主張が強調されすぎると、それは体制側か

らのあそびの統制や操作の色あいを強くおびる

ことにな P民衆の反援を買う。 1960年ごろ

からの「レジャー・ブームJは、演出されたブ

ームであ P、国民の余暇生活の実態を大きく変

えるものではなかったが、ことばの面からみる

と、レクりエージョン Kかわって「レジャー」

という語の市民権を承認する結果をもたらした。
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これは官製語としてのレクリエーレョンに対し

て、よ b解放的な感化的内包をもっνジャーと

いう語が、あそびの自由の強調という点で好感

をもって迎えられたことを意味している。

その結果、レクロェ-i/ョンは、その健全性

においてレジャーと対立する(この場合のレジ

ャーとは、不健全なものをも含んだ余暇活動の

全体と認定されている)語と見る見方が、レク

りエーνョン運動の中から現れた。これは厚生

運動の論理を V ジャーと νクリエージョンにお

きかえたもので、模様がえをした余暇善用論で

ある。こうした道学者流のとらえ方は一般的に

定着してはいないが、レジャーとレク Fエー ν

ヨンK意味論的な対立関係を見るのはかな P一

般化している。すなわち、 νクりエーνョンは

目的的κ、機能的Kあそびを見る見方であ P、

レジャーは無目的、無償の行為としてあそびを

見る見方であるといえる。これはあそびの持つ

両義的な性格を反映していると考えられる。そ

うした点からいえば、レジャーとレクリエ-i/

ョンは相互補完的な関係だと言ってもよい。(25)

レジャー、レクリエ-i/ョンが論じられた背

景には高度経済成長による余裕があった。その

高度成長が 70年代にはいってつまづきの様相

を見せ、働きすぎ日本人への批判や勤労優位の

生活態度への深刻な疑問が提示されるに及んで、

これまで、娯楽や厚生やレクりエーνョン等々

の名儀の背後にあって、論議の対象にはならな

かった「あそび」という根源語が浮上してきた。

位。また、 「余暇」という語も、語源的な消極性

(余ったヒマ)を言われながらも、 「余暇調発J

などの政策語として装いを新たK登場してきた。

「あそび」と「余暇Jの再登場、それが現在の、

レクリエ-i/ョンの意味論的状況である。

原形質としては「あそびJであるものが、保

養、娯楽、厚生などの漢語脈の命名をへて、レ

クリエ-i/ョンという外来語の定着をもたらす。

さらにレジャーの登場から、余暇ゃあそびが再

評価され、とれらの語の網の目が、日本人のあ

そび世界をおおっている。これが今後どのよう

にかわっていくかは、日本人の生活のあ Pょう、

その中でのあそびの位置の変化にかかっている

のである。
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向が強いのは、レク Pエ-iIョyが社会教育

や社会福祉の領域て¥グループワークのー技

法として位置づけられていることによるだろ

う。若い世代にとってレクリエーνョンの

ミ原体験"が学校のホームルーム(学活)で

ある Cイメージ調査では必ず学活が出てくる)

ことも一因であろう。また、よ P本質的には、

日本人の集団主義や、‘あそびの原形質とし

てのつどい"(多国道太郎「あそび」思想の

科学事典、動草書房)といヨ見方を想定する

とともできょう。

凶 レク !}.:>=.-iIョンを広義の「仕事」と根源

的な「あそび」との相互作用のダイナミズム

から理解しようとする試みは、小田切・薗田

「νクりエージョンの構造論JIi"レク Pエ -

V ョン研究』第 1号を参照のこと。

(15) マト νの概念場の考え方を参考にした。ギ

ロー、前掲書 P.85 以下

同大野晋他編「岩波古語辞典J1 9 7 4年.

この辞典は古語を現代語κ単におきかえるの

ではなく、多くの舟伊jの比較検討から、その

語のもつ根源的な意味を求めようとつとめて

いる、きわめてユニークな辞書である。日本

人の世界理解の構造を知る上で欠かせない労

作といえよう。

仰向上

(18) あそび否定の思想、の源流については、藤島

秀記「余暇善用論の系譜JIi"νクリエ-iIヨ

ン.!I1 974年 1月号κよる。

(19) 明治 14年、杉田玄端が東京学士会雑誌に

発表した「精神の訓練JVL rレクリエージョ

ンJが「復造力Jとして訳されている。(野

々宮徹による。)

側 日本レク研究会 rvクリエ -iIョンの定義」

から。

削権回保之助『民衆娯楽の基調』大正 11年

『権回保之助著作集第一巻』文和書房

P.366-369 

(22)石川弘義 f余暇の理論史JIi"νジャーの思

想と行動』日本経済新開社 P，109 

凶 日本レク習エーνョシ協会『日本νクリエ

-iIョン協会二十年史.!I P.65 

(24) Ii"νク担エ-iIョン概論』ベースボールマ

ガジン社

(25)前掲、小田切・薗田「レク Pエ-iIョンの

構造論J

(26) カイヨワの「遊びと人間」をはじめ、遊び

κ関する本が多く現れるのは 1970年どろ

からでるる。
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